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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
も
よ
う
や
く
落
ち
着
き
、
昨
年
５
月
８
日
以
降
は
感
染

症
の
類
型
も
緩
和
さ
れ
、
元
の
日
常
に
戻
る
べ
く
町
は
活
気
を
取
り
戻
し
、
外

国
人
観
光
客
も
増
加
、
世
の
中
は
総
じ
て
緩
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
回
復
基
調

に
あ
る
よ
う
で
す
。
一
方
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
き
っ
か
け
に
燃
料
原
料
高
と

な
り
物
価
上
昇
を
も
た
ら
し
、
国
全
体
で
は
積
極
的
に
賃
金
上
昇
を
促
し
て
い

ま
す
が
、
福
祉
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
人
材
不
足
も
重
な
り
、
厳
し
い
状

況
で
あ
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。 

 
介
護
報
酬
と
い
う
国
か
ら
の
決
ま
っ
た
収
入
の
中
で
の
、
物
価
高
騰
人
件
費

高
騰
は
、
経
営
を
圧
迫
し
、
福
祉
、
つ
ま
り
「
し
あ
わ
せ
＋
し
あ
わ
せ
」
の
実

現
を
夢
見
て
、
日
々
仕
事
を
行
う
我
々
に
と
っ
て
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
や

地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
、
ど
こ
ま
で
理
想
を
追
い
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
。
加
え
て
、
気
候
変
動
が
も
た
ら
す
自
然
災
害
へ
の
備
え
も
急
務

と
な
る
た
め
、
不
安
を
持
た
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

 

今
ま
で
つ
ち
か
っ
た
知
恵
と
経
験
と
よ
り
良
い
知
識
を
駆
使
し
、
目
の
前
の

課
題
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
考
え
て
解
決
す
る
と
い
う
地
道
な
努
力
を
継

続
す
る
と
同
時
に
、
力
を
蓄
え
予
期
せ
ぬ
課
題
に
は
、
心
ひ
と
つ
に
協
力
し
、

改
革
改
善
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

今
年
度
の
目
標
は
「
心
身
の
健
康
」
と
し
ま
す
。 

ご
利
用
者
の
心
身
の
健
康
を
お
守
り
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
者
で
あ
る
法
人
職
員
の
心
身
の
健
康
、
そ
し
て
い
つ
も
近
く
で
影
と

な
り
ひ
な
た
と
な
り
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
ご
家
族
、
地
域
の
皆
様
の
心
身

の
健
康
、
行
政
や
関
係
者
の
皆
様
の
心
身
の
健
康
を
祈
り
、
５
つ
の
基
本
理
念
、

感
謝
、
機
転
、
謙
虚
、
笑
顔
、
清
潔
、
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

今
年
度
、
地
域
貢
献
事
業
と
し
て
、
奈
良
市
高
畑
町
１
０
２-

１
「
晃
宝
会

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
事
業
を
開
始
し
ま
す
。
平
成
２９
年
か
ら
の
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ

ェ
す
い
も
ん
」
の
事
業
展
開
で
培
っ
た
仲
間
と
の
集
い
の
場
、
学
び
の
場
、
心

安
ら
ぐ
場
、
と
し
て
の
晃
宝
会
独
自
の
地
域
貢
献
の
実
際
を
、
次
は
高
畑
町
「
晃

宝
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
行
い
ま
す
。
法
人
内
外
の
研
修
会
や
役
職
員
の
会
議
、

災
害
や
感
染
拡
大
時
な
ど
有
事
の
際
の
利
用
、
地
域
の
皆
様
の
交
流
の
場
、
障

が
い
の
あ
る
方
、
認
知
症
の
あ
る
方
、
介
護
や
支
援
の
必
要 

な
方
、
と
よ
り
多
く
の
皆
様
に
コ
ン
サ
ー
ト
や
映
画
鑑
賞
な
ど 

を
お
楽
し
み
い
た
だ
く
場
と
し
て
ご
利
用
頂
き
、
地
域
共
生
社 

会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
継
続
い
た
し
ま
す
。 
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社会福祉法人晃宝会

fax：

手作りのお雛人形を飾らせていただ
き、お雛祭りをお祝いしました。どの
ご利用者様にも手に取って見ていた
だきました。「かわいらしいなあ」笑顔
でお喜びいただきました。 
 

お雛祭りのお祝いをしました。毎年、お雛祭り散らし寿司
は「美味しい」と評判で皆様にお喜びいただいております。 
 

いつもご協力、ご支援ありがとうございます。 
事前予約での面会を行っております。お忙しい中
面会にお越しいただきありがとうございます。 

GH のご利用者様は、あじさいサロンで、地域の皆様と一緒に手作り
のうさぎや猿の帽子をかぶって「ぽつんと一軒家」の劇に参加されま
した。とても楽しんでいただき笑い声が絶えませんでした。 
 
 

第４GHの運営推進会議を開催！ 
今回は、Ｎネット常務理事の神谷様
に今後利用が増えていくであろう
成年後見制度について研修してい
ただき実りある会議となりました。 

４月行事予定   ３日：あじさい園２８周年祝 

８日：あじさいサロン(ＧＨ)      １４：００ 

１０日；春のコンサート(コールシオン)１０：３０ 

16日：ＢＣＰ訓練（特養・GH） 午後 

１８日：宝開園 9周年記念お祝 

     寿司バイキング(昼食) 

１９日：お誕生日会  １５：００ 

23日：防災訓練 特養（午前） GH(午後) 

26日：体操(けんぞう倶楽部)10:30 

 
 
 
 
 
 

スタッフと一緒に夕食のデザート作りをしま
した。フルーツカクテルをゼりーで固めて、
生クリームといちごをトッピングしました。と
ってもカラフルで美味しくできました。 
 

晃宝会フォーラム 



第８４回 知っておいてほしい口腔がんのこと① 

口腔がんの現状は？ 

口腔がんを発症するのは人口１０万人あたり６人未満で、まれな 

「希少がん」に分類されますが、この３０年で４倍以上に増えて 

います。国立がんセンター「がんの統計(2022)」では、2018 年に

は 22,515人(男性 15,679人、女性 6,836人)が口腔・咽頭がん

と診断され、2020年の死亡数は 7,287人と報告されてい 

ます。現在、超高齢社会の日本でがんは死因のトップですが、口腔

がんも多くのがんと同様、高齢になると罹りやすくなります。しか

しその一方で、口腔がんがこれまで少ないとされていた、「若年

者、女性、非喫煙・日飲酒者」でも増加傾向にあることに注意が 

必要です。 

口腔がんの症状は？どのように進行する？ 

口腔がんの 9割を占める扁平上皮がんは、口の中を覆っている粘膜上皮から

発生します。口の中の部位により、舌がん、(上顎・下顎)歯肉がん、口底がん、

頬粘膜がん、硬口蓋がんに分類され、このうち舌がんが約半数、歯肉がんが

約 4分の 1を占めます。また数は少ないですが、顎骨の中(顎骨中心性がん)

や唾液腺がん、悪性黒色腫というメラニン産生細胞から発生するホクロの 

がん、骨肉腫などの骨軟部腫瘍、悪性リンパ腫などの造血器腫瘍、他の臓器

がんの転移(転移性がん)が口腔に見られることがあります。最も多い 

口腔扁平上皮がんでは、表面にとどまっている早期のがん(表在がん)は、白斑

や紅斑、粘膜のただれ、違和感、しみるなどの症状があることが多いのです

が、痛みはあることもないこともあります。また、舌がんと歯肉がんでは、初め

の症状(初発症状)が少し異なります。早期の口腔がんは診断が難しいことが

あり、口腔外科や耳鼻咽喉科などの専門科で、病理組織検査などの精密検査が必要なことがあります。2週間 

以上治らない口の中の異常を感じたら、こうした専門科を受診することをお勧めします。がんは進行すると、もり

あらり、中心部がえぐれた潰瘍や腫瘍となり、硬結(しこり)を触れるようになります。また、血管が侵されると出血

しやすくなり、神経が侵されると強い痛みや感覚異常(しびれ)を生じます。そしてがんは深部に浸潤 

してリンパ管や血管を通って、転移して首のリンパ節が腫れます(頚部リンパ節転移)。さらに進行すると肺、 

肝臓、骨などの離れた臓器に転移(遠隔転移)して全身へと広がっていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あじさい園宝 歯科医師 


